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導⼊ 問題設定（量⼦ドット）

・コヒーレント伝導
（電⼦浴と系が強く結合）

・低温
・量⼦ドット状態の強い

ぼやけ効果、etc

古典論・半古典論では扱え
ない量⼦的なふるまい

コヒーレント伝導領域での量⼦的な効果は電⼦
浴の温度・電圧変調に対してどう寄与するか？
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電⼦浴・ドット結合の強さ
Γ& = ∑ 2𝜋 𝑣&'( :

'
(wide-band limit)

周期的な電⼦浴の温度変調
𝑇< 𝑡 = 𝑇= + 𝛿𝑇 cos2𝜋Ω𝑡 ,
𝑇C 𝑡 = 𝑇= + 𝛿𝑇 sin2𝜋Ω𝑡



結果 ポンプ流の⾒積もり
コヒーレント伝導 インコヒーレント伝導

J：１周期で時間平均したポンプ電流
温度の時間依存性：
𝑇<, 𝑇C = (𝑇= + 𝛿𝑇 cos 2𝜋Ω𝑡 , 𝑇= + 𝛿𝑇 sin2𝜋Ω𝑡), 𝛿𝑇 = 0.3Γ

ポンプ周期:Ω = 1GHz

ドットの強い
ぼやけ効果を
正しく反映


